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Abstract 

Lake Baikal sediment c'Ores rec'Ord the pa1e'Oc1回atic and bi'Ol'Ogica1 cbanges 泊 the c'Ontinental 

area c'Orresp'Ond泊gwi血也.e gl'Oba1 and l'Oca1 c1imate changes. The gl'Oba1 c1imate rec'Ords, such as 
the Y'Ounger Dryas event, the Dansgaard-Oeshger cycles and 也e Heinrich events during the late 

Qua旬rnary peri'Od, have been a1s'O 'Observed 企om也e Lake Baika1 sedim回t∞re. H'Owever，也e

cl回ate resp'Onse C'O町凶p'Ondingwi白血e melt water p叫s・19Ka (MWP・ 19Ka) has n'Ot been 'Observed 

yet fr'Om 也e Lake Baikal sediment c'Ore. Here we sh'Ow the rapid changes 'Of也esedimen岡ti'Onrate 

泊 Lake Baikal sediment c'Ore (VER99GI2) at ar'Ound 19 ca1 ka BP, which were rec'Overed fr'Om the 

14C analysis 'Of t'O旬1 'Org姐ic carb'On.τ'he sampling site 'OfVER99G12 is l'Ocated in 合'Ont 'Ofthe
Selenga River, which provides the largest infl'Ow inω 也.e lake. 百1ぽ'ef'Ore，由es巴，diment ∞rem也lS

studywasm剖叫yc'Omp'Osed 'Of也e dep'Ositi'On 企omthe Selenga Rivぽ watershed. Radi'Ocarb'On 

measurements were carried 'Out us泊gthe Tandetr'On AMS system (M'Odel-4130, HVEE) in Centぽ
f'Or Chr'On'Ol'Ogica1 Research, Nag'Oya Univぽsity. High-也ne I1ω'Oluti'On 14C da旬 sets 合''Omthe 

sediment ∞re revea1ed the rapid increase in s吋回日脚，ti'On ra旬 c'Orresp'Ondingwith the gl'Obal 

cl出atewarming (MWP-19K且). The change 'Of grain s包eand 白.e K1Ti atomic rati'Os 泊血e ∞'re a1s'O 

resp'Onded at the pぽi'Od 悩 welL These results suggest 也e mcreasem 也e precipi旬ti'On in 也E

c'Ontinental area at ar'Ound 19000 ye紅s ag'O. 

K叩叩rds:Lake Baikal, Melt water pulse β研千人 Prec自Ditation change, Continental area 

IはじめにI

大陸域における水循環変動を詳細に把握することは、生物にとって利用可能である水(淡水)

を確保するためにも非常に重要な課題である.淡水は飲料水のみでなく、工業用水や発電用冷却用

水にも利用されるため、経済の発展と淡水資源の確保は非常に深く結びついているといえる.地球

表面の 3 分の 2 は水に覆われており、その水量は 14億 km' であるが、淡水資源はそのうちの 2.5%

にすぎない(Oki andK血ae， 2006). さらに多くの淡水は地下水や氷河として貯蔵されており、私たち

が直接利用できる河川や湖沼、降水としての淡水資源は非常に少ない これはつまり、氷河の融氷
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がもたらす海水量の変化が、地上での淡水量変化にも大きな影響を与える.故に淡水資源の長期的

な確保の為には、気候変動が与える地球規模の水循環変動を深く理解することが必要である.

最終氷期(約 70 万年前)から現在にかけて海水準は非常に大きく変化しており (Siddall et al., 

2003)、最終氷期最盛期(Last glacial maximum; LGM)である約 20，000 年前には、氷床の拡大により海

水準が現在よりも最大 120・130m 低下していた(yokoyama and Esat, 2011).また、 LGM 以降から現在

に至るまで、氷河の大規模な融解による急激な海水準上昇イベントが 3 度(約 19，000 年前、約 14，500

年前、約 11 ，500 年前)発生したと推定されている(Deschamps et al., 2012; Peltier and Fairbanks 2006; 

Yokoyama et al., 2000).これらの海水準上昇イベントは Meltwater pulse (MWP)と呼ばれ、それぞれ

MWP・19Ka(約 19，000 年前，Yokoyama et al., 2000)), MWP・la (約 14，500 年前， Deschamps et al., 2012;) 

およびMWP・lb (約 11 ，500 年前，Peltier and Fairbanks 2006;)と定義されている.これら 3 度の MWPイベン

トにおいて、少なくとも 10m 以上の海水準上昇が起きたと見積もられており、海洋堆積物試料やサンゴ堆

積物試料を用いて、多くの研究が進んでいる.とくに MWP-la においては、パルパドスやタヒチ沖で、採取さ

れたサンゴ堆積物試料中の U-Th 年代測定から、約 14，500 年前後において、氷河の融氷による海水量の

増加により、 16~25mの海水準上昇が発生し、その後の温暖期(Bølling-Allerød期)開始のシグ、ナノレと考え

られている.実際、 MWP-la 期である約 14，500 年前前後における大陸域での降水量増加は、石街試料の

酸素同位体測定結果より指摘されている (Wang et al., 2001).一方、 LGM 終了のシグ、ナルとされる

MWP-19Ka に対応する大陸域での降水量変動に関しては、ほとんど報告例がない.最終氷期以降、最初

の MWPシグ、ナルで、ある MWP・19Ka~土、水資源の乏しい寒冷期から温暖期へ移行する重要な変化期であ

る.この変化に対応して大陸域の水循環がいかに変化したかを把握することは、今後起こりうる大陸域での

水循環変動を予測する為にも、非常に重要である.

ユーラシア大陸南東部、シベリア地域に位置するバイカル湖は、その地理的特性から地球上で

最も鋭敏に日射量変動を受ける地域に位置しており、パイカル湖の湖底堆積物を用いて、特に第四

紀の大陸域における環境変動および生物活動変遷が復元されてきた(e.g. Horiuchi et a1., 2000, 

Watanebe et a1., 2004, Nara et a1., 2014). これまでもパイカル湖集水域における降水量変動復元に関す

る研究は行われてきたが(Urabe et a1., 2004; Nara et a1., 2014)、 LGM 直後である MWP・19Ka に対応す

る降水量変動は未だ発見されていない.本研究では、パイカル湖から採取された堆積物試料

(VER99GI2、堆積物試料長さ 466cm) を用いて、堆積速度の変化から LGM 以降における降水量

変動の推定を行った.

I試料と方法l
パイカル、湖南湖盆、パルグ、ジェイ

カ・サドル (Buguldeika Saddle) におい

て採取された堆積物試料 (VER99GI2)

を使用した (Fig. 1). バルグジェイカ・

サドルは、パイカル湖最大流入河川|で、あ

るセレンガ川の対岸に位置する.本地点

で得られる堆積物試料は、セレンガ) I[ か

らの影響を強く受ける.セレンガ川|は非

常に広範囲な集水域を持つ為、シベリア

地域における降水量変動を詳細に把握

する上で、 VER99G12 堆積物試料は非常

(A) 

に有用で、あると言える.堆積物試料の年 Fig.l Map ぬowing (A) Eurasian con:凶叫叫ゆ姐dc)L蜘 Baikal 姐dits watershed 

代決定は、名古屋大学タンデトロン加速器質量分析計 (Model-4130， HVEE 社製)を用いて行われた。放
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射性炭素年代測定より、 VER99G12堆積物試料の最下部が 33 ca1 kaBPであることが分かった(Nara et aL, 

2010). 

I結果と考察l
VER99G12 堆積物試料の放射性炭素年代測定から、約 19，000 年前、約 14，500 年前、約 11 ，500

年前において、急激な堆積速度の増加が確認された.これら 3 つの時期において、特に約 19，000

年前、約 14，500 年前は、それぞれ MWP・19Ka および MWP-Ia期によく対応する.この堆積速度の

増加は、河川流入量増加に伴う堆積する沈降粒子の増加によるものであると考えられる.よって、

温暖化による氷河の融氷が引き起こす海水準上昇期において、大陸域においても降水量の増加が発

生していたことが示唆される. MWP-19Kaに対応した大陸域における降水量増加が強く示される.
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日本需要旨

最終氷期最盛期 (L剖t G1前ial Maximum: LGM、 26.5・ 19.0 ka, Clark et a1., 2009) において、海水準は現在

よりも最大約 130m 低下していたことが報告されている (yokoyama et a1., 201 1)。海洋堆積物やサンゴの年

代測定結果より、 LGM 以降から現在の海水準へ上昇するまでの問、急激な海水準上昇イベントが 3 度(約

19，000 年前、約 14，500 年前、約 11 ，500 年前)発生したと推定されている伊国champs et al., 2012; Peltier 

and Fairbanks 2006; Y okoyama et al., 2000). 一方でこれらの急激な海水準上昇期に、大陸内部における

水循環変動がどのように変化したかについては、未だ良く分かっていない.ユーラシア大陸南東部、シベ

ロア地域に位置するパイカル湖は、その地理的特性から地球上で最も鋭敏に日射量変動を受ける地

域に位置しており、パイカル湖の湖底堆積物を用いて、特に第四紀の大陸域における環境変動およ

び生物活動変遷が復元されてきたい g. Horiuchi et a1., 2000, Watanebe et a1., 2004, Nara et a1., 2014). 本

研究では、パイカル湖から採取された堆積物試料 (VER99G12、堆積物試料長さ 466cm) を用いて、

堆積速度の変化から LGM 以降における降水量変動の推定を行い、急激な海水準上昇期に対応した

大陸域での降水量増加を明らかにした.




